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および側板をニワトリ胚より単離し，2 種類の組織片を細胞接着性の線状（10 µm 幅）マイクロ
パターンの両端にそれぞれ静置した。移植片から遊走してきた細胞が接触する前後 1 時間，合
計 2 時間にわたってタイムラプス撮影を行った。得られたタイムラプス画像から 10 分ごとの細
胞移動速度を求め，その速度分布についてクラスター解析を行い，細胞の挙動を分析した。 
胸部の椎板細胞が胸部の側板細胞と接触すると，椎板細胞の速度は接触前の 34%（接触前 1.36 
± 0.23 µm/min；接触後 0.46 ± 0.15 µm/min；ともに n=11）にまで低下したが，依然として，
前方への遊走を継続した。一方，腰部の側板の細胞と接触すると，胸部の椎板細胞は後退した（接





さが接触前の 76.9 ± 10.4 %（n=11）に有意に短くなった。 
以上の培養系モデルにおける一細胞挙動解析より，肋骨原基となる胸部の椎板細胞は本来肋骨
を形成する部位である胸部の側板細胞を押しのけて前進できること，肋骨を形成しない部位であ
る腰部の側板細胞と接触すると押し戻されること，が明らかになった。側板細胞との接触による
椎板細胞の形態変化も，腰部の側板細胞との接触により胸部の椎板細胞の前進が阻まれたことと
合致する。これらの結果からすると，肋骨の形成される胸部において，移動した椎板細胞が側板
に接触した時，側板細胞はそれら椎板細胞の側板への侵入に応じる挙動をとり，椎板細胞はその
移動を続けると考えられる。胸部側板細胞には体節細胞との細胞間相互作用による肋骨形成誘導
能があることが示唆される。胸部皮筋板細胞が胸部側板細胞との接触後に後退した現象は，胚発
生における胸部皮筋板と胸部側板との関係とは矛盾しているようにみえる。胚内では，椎板細胞
が間葉化して個々に移動するのに対して，皮筋板細胞は細胞間接着を保って集団で移動しており，
一細胞の移動と接触を解析する本研究の培養系モデルでは皮筋板細胞の挙動が生体内と異なっ
ている可能性がある。皮筋板細胞集団と側板細胞との多対一の相互作用については今後の更なる
研究が待たれる。 
	 以上のとおり，マイクロパターン基板を用いて確立した培養系モデルにより，側板には部域性
があり，組織や細胞から放出される液性因子ではなく，胸部側板細胞と体節細胞との直接的な細
胞間相互作用が，胸部にのみ肋骨が形成される仕組みに寄与している可能性が示された。 
